


おじゃまします
学びの庭に

読者の皆様は、「産学連携」と聞いてどんなことを思い浮かべますか？
「研究」からは主に技術・開発のイメージでしょうか。つくるだけにとどまらず、地方創生、経済活性化につながる
実のある「産学連携」には、研究者と産業人のより深い結びつきがあるようです。地域産業論・地域経営論が専門
の石巻専修大学・石原慎士先生にまずはお話を伺いましょう。

なぜ研究者がラーメンを開発するのか？
はがき、FAX、E-mailのいずれかで、①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤電話番号、⑥クイズの答え2つ、
⑦「まなびのめ」の入手場所、⑧内容についての感想を明記して編集部までご応募ください。
※当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※応募いただいたお客様の個人情報は弊社主催のイベント案内、
連絡及び発送に限り利用させていただきます。

応募
方法

【応募締切】2017年5月31日　当日消印有効

懸賞懸賞
クイズ

Q.1　石原先生が「産学連携」において一体的に捉える３つの活動とは？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント

図書カードを
当てよう！

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。堀切川一男先生の記事もご覧ください。※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。堀切川一男先生の記事もご覧ください。

懸賞

 提案だけでなく地域と共に試みる
　大学の使命は教育と研究と地域貢献ですが、私の場合この 3
つが 1つになっています。私は、高校の教員を 10年間務めた
後、大学教員に転職し、八戸大学（現・八戸学院大学）に赴任
しました。大学に着任した後、当時学長だった蛇口浩敬（へび
ぐち・ひろたか）氏から「地域の現場で実践的に行動し、具体
的に課題解決策を探究する教育・研究活動を志しなさい」とい
う言葉をいただいたことが、今の活動の原点になっています。
　私はまず、青森の名産であるリンゴ農家に向かいました。リ
ンゴの栽培は 1年を通して高所での手作業が続きます。収益
性は良くなく、後継者不足で高齢化が進んでいました。学生た
ちと調査する中で、課題の解決には従来の農業の枠組みだけで
なく、より広い視野で取り組むべきだと考えました。
　ちょうどガーデニングや畑作り、農村での食事や宿泊を楽し
む旅がブームでした。自然志向の市民とリンゴ農家を結ぼう、
と設立したのが「はちのへ農援隊」です。市民は農作業や販売
を支援し、生産者はお礼として農産物を現物で支給する。この
仕組みがうまく機能し、直売所を開くまでになりました。
　研究者としての「研究活動」と、学生たちと地域の現場に立
ち、実践的に行動する「教育活動」と、地域課題の解決に向け
て地域の人々と有機的な関係を構築して行動する「地域貢献」。
この 3つの活動を一体的に捉えるのが、私の「産学連携」です。
　経済・経営の分野では海外、特に米国のドラッカーやコトラー
といった人々が現場に入って実証的に研究し、大きな成果を上
げてきました。ノーベル賞が基礎的・理論的な研究に与えられ
るのも、それが医療など実際の役に立つからです。日本でも、
より社会に生かされる研究が進められるべきだと思います。
　次に私が注目したのは、八戸の基幹産業である水産業です。
水産業でまず思い浮かぶのは漁業ですが、八戸港の用途別の出
荷量を調べると、鮮魚よりも加工原料の割合の方がずっと大き
いことが分かりました。宮城県でも塩竈は鮮魚の割合が上回り
ますが、気仙沼と石巻では加工原料用の方が大きいのです。
　八戸では漁業と水産加工業の結びつきを踏まえないと、水産
業の振興や地域の活性化はうまくいきません。しかも輸入され
る魚介類や加工品との激しい競争、燃料費の上昇、デフレの影
響、消費者の魚離れ、資源保護の必要性など、課題は多岐にわ
たります。しかし私はまず、自分の舌を使って考えました。
　八戸に住み始めた頃、スーパーで購入したサバの加工品を食

べたところ脂ののりが良く、驚きました。脂ののったサバとい
うと、ノルウェーなどから輸入されたタイセイヨウサバの人氣
が高いですが、八戸産のサバはタイセイヨウサバと同じぐらい
に脂がのっていることがわかりました。日本各地のサバを取り
寄せて粗脂肪分を調べた結果、太平洋を回遊するサバは、北限
の漁獲域に近い八戸沖で粗脂肪量が高まり、EPA・DHAといっ
た不飽和脂肪酸の含有量も豊富であることが分かったのです。

 オール石巻で挑んだ「サバだしラーメン」
　こうした分析結果も、地域の事業として成り立ってはじめて
意味を持ちます。水産業の現状を知るため関係の会合に顔を出
し、港や加工場に通ううちに知人が増えました。学問的には「参
与観察」と言いますが、調査対象である人々の中に入って生活
しなければ分からないことが多いのです。毎日出かけ、誘われ
て毎晩のように飲むうちに、貴重な知見を得るとともに体重が
増加しました（笑）。
　一方で学生たちと消費、流通、マーケティングなどの問題を
洗い出し、八戸のサバをブランド化するための方策を練りまし
た。こうして生まれたのが「八戸前沖さば」です。八戸港に揚
がったサバならではの価値を、関係者が一丸となってアピール
すると注目され、大いに市場価値を高めることができました。
　7年いた八戸から石巻に移る時には、ライバルである「金華
さば」の産地に移ることになったためずいぶん責められもしま
したが、今でも八戸の方々との交流は続いています。「八戸前
沖さば」の新展開としては、健康に有効だとされる成分の抽出
による、サプリメントの開発を計画中です。
　2010年に石巻専修大学に着任してまず手がけたのは、かつ
ての市街地の活性化です。現在の石巻市は 12年前に近隣の 6
町と合併して誕生しましたが、人口の減少、高齢化、産業や経
済の停滞などの課題は、旧郡部において特に深刻でした。
　私が携わることになった飯野川地区は旧河北町の中心部で、
家庭や食堂などでサバだしを用いる食文化があります。宮城県
の「金華さば」は有名なブランドですが、東日本では一般にサ
バだしはあまり活用されません。これを地域の強みにできない
かと考えて生まれたのが「サバだしラーメン」です。
　しかし、ブランドの確立や維持は難しく、大手メーカーの商
品や大手流通業が手がけるプライベートブランド商品と同じ土
俵では戦えません。私たちは商品に地域性や独自性を付与しな
がら、大手メーカーやプライベートブランド商品との差異化を

図ろうと考えました。
　「サバだしラーメン」の開発に際しては、スープを担当した
水産加工業者、地元産小麦でサバの中骨を配合した麺を開発し
た製麺業者、小麦の生産者、まちづくりの関係者、飲食店など
が力を合わせました。今では 34万食を超え、飯野川商店街の
食堂での提供に加え、家庭用商品や土産用商品も販売されるよ
うになりました。ラーメンを食べることを目的とした来街者も
増加し、昼時に行列ができる店舗も見られるようになりました。
　責任を持って商品開発に取り組んだ学生たちは、販売開始後
も検証活動を重ねてブランドの発展に努めています。ピーク時
には休日も夏休みもないハードさで、周囲から「ブラックゼミ」
と言われたりもしますが（笑）、地域社会で実践的に学んだ学
生たちの成長には驚くばかりです。

 震災を機に八戸と石巻を結ぶ
　東日本大震災が発生した 2011 年 3月 11 日は八戸に出張
中でしたが、震源から離れている八戸市もライフラインは止ま
り、交通機関もストップ。日帰りの予定でしたが、帰る術を無
くしたため避難所に寝泊まりして 4日間を過ごしました。八
戸滞在中、漁港付近の被災状況を見に行きましたが、浸水した
水産加工会社も、3日ほどで通電したため復旧は順調に進みま
した。
　しかし宮城県の被害の大きさを知ると氣が氣ではなく、開通
した鉄道の路線に合わせて移動することにしました。まずは青
森市まで北上。その後、日本海側を通って新潟市を経由し、バ
スに乗って仙台に着いたのは発生から 9日目です。翌日、自
宅のある塩竈から自家用車で石巻に向かいましたが、目の当た
りにした被害状況は八戸市で見た光景とは異なっていました。
　本格的な復旧・復興を待っていたら、石巻の水産業は販路を
失い、人口流出で生産力も低下する。そして輸入品との価格競
争に敗れて衰退してしまう。阪神淡路大震災の後、同じように
苦しんだ神戸市長田地区のケミカルシューズ産業を知っていた
私は、そう考えました。
　一刻も早く加工品の出荷を再開することで石巻の水産業を維
持したいと考えた私は、八戸の企業に「石巻の商品を生産して
ほしい」と頼み、石巻の企業には「製造を八戸に委託して、早
く販売を再開しましょう」と働きかけました。この試みは、双
方からいくつかの企業が応じ、事業化させることができました。
産地間、業者間という二重のライバル関係にある企業同士が協

石巻専修大学経営学部・大学院経営学研究科　教授
専門＝地域産業論・地域経営論

石原　慎士先生
《プロフィール》（いしはら・しんじ）1970 年愛知県生まれ。石巻専修大学経営学部卒業。
弘前大学大学院 地域社会研究科 博士後期課程修了。博士（学術）。高校教諭、八戸大学
商学部専任講師、ビジネス学部准教授などを経て、2010 年より石巻専修大学准教授に
着任し、2013 年より現職。編著書に『新版 地域マーケティングの核心―地域ブランド
の構築と支持される地域づくり』、共著書に『新版 地域ブランドと地域経済―ブランド
構築から地域産業連関分析まで』『格差社会と現代流通』など。

力できたのは、東北地方の水産業の持続のためにという、考え
を理解していただいたからだと思っています。
　地域の枠組みを超えた取り組みは、その後も広がっています。
宮城県産小麦の麺と、鳥取県・境

さかいみなと

港のベニズワイガニを組み合
わせて開発した「カニだしラーメン」はその一例です。また水
産加工会社から排出される魚の中骨を学校給食に用いる取り組
みも、山形県高畠町など宮城県外に広まりつつあります。
　食品開発だけでなく、昨年 6月からは観光商品の開発も始
めました。JR 東日本が展開している「駅からハイキング」と
いう企画では、石巻市の産業復興の状況や食を知って・学んで・
味わうといったプランを、学生や石巻市の事業者と企画・運営
しています。これまで 3回実施したツアーは予約開始翌日ま
でに定員に達しており、おもに関東在住のお客様にご参加いた
だいております。
　現場を踏んで成長する学生たちを見てきた私は、産学連携に
よる教育・研究・地域貢献活動に大きな意義を感じています。
今後も石巻の産業界とともに連携活動を展開しながら、活動で
得た成果や知見を、他地域にも普遍化・一般化させていきたい
と考えています。
（取材＝2017年2月23日／石巻専修大学3号館2階�石原研究室にて）



は急を要します。県職員らだけでなく、マーケティングの専門
家や特許・商標登録に詳しいスタッフ、印刷会社のデザイナー
など総勢 8名以上、多いときは十数名で企業を訪ね、できる
だけその場で具体的な支援策を決めました。
　迎える企業の側は人数や私たちの本氣度に驚いて、すぐに本
音の議論に入ります。まずは急いで実現可能な成功事例を作る
こと、商品名を早めに決めて商標登録を目指すことなどを助言
し、成功率の向上と企業側の意欲の引き出しを図りました。
　自社製品の開発・販売は大変ですが、私は積極的に取り組む
よう勧めました。展示会に出展して目を引けば、その商品だけ
でなく技術力のアピールにもなって仕事につながるからです。
3年間で 20件以上を商品化・事業化し、この 2月には助成し
てもらった国に、成果を報告することができました。
　私達の手法に学んだ取り組みが全国に広がり、私自身は宮城
県大崎市の産業振興にも関わるなど、忙しさは増すばかりです。
しかし私は地方に、都会ほどの高収入でなくとも誇りを持って
楽しく働ける「魅力ある雇用」を作りたいのです。それこそが
地方創生へとつながり、日本の未来を開くと信じています。
　これまでに私が相談に応じた件数は2,300以上です。大企業
とは組まないわけではなく、一昨年リニューアルされた大王製
紙のエリエールティシューの開発にも協力しました。摩擦係数
の低減が肌触りの向上につながることを実証し、売れ行きは大
いに好調です。CMには私が出たかったのですが（笑）、タレン
トの松本潤さんが「松本准教授」として出演しました。
　開発を通して多くの方々の笑顔にふれる時、「苦しくとも次
の開発も頑張ろう」と思い、「喜びの正のスパイラル」を継続
させて地域に沢山の新製品の花を咲かせる「現代の花咲か爺さ
ん」を目指して、これからも産学官連携に力を尽くします。

（取材＝ 2017年 2月 28日／東北大学青葉山キャンパス
� 工学研究科・工学部 機械系 1号館 2階 会議室にて）

おじゃまします
学びの庭に

「産学」にとどまらず「産学官」連携で続々と成果を生み出す「堀切川モデル」。
東北大学・堀切川一男先生のお話は聴けば聴くほど引き込まれます。
産学官連携・地域連携のトップランナーは人を巻き込む力が強いのですね。
根底にある「人が好き」をひしひしと感じます。

なぜ研究者の方から企業を訪ねるのか？
はがき、FAX、E-mailのいずれかで、①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤電話番号、⑥クイズの答え2つ、
⑦「まなびのめ」の入手場所、⑧内容についての感想を明記して編集部までご応募ください。
※当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※応募いただいたお客様の個人情報は弊社主催のイベント案内、
連絡及び発送に限り利用させていただきます。

応募
方法

懸賞懸賞
クイズ

Q.2   依頼がなくても先生の方が企業を訪ね回る方式を何と呼ぶ？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント

図書カードを
当てよう！

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。石原慎士先生の記事もご覧ください。※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。石原慎士先生の記事もご覧ください。

懸賞

【応募締切】2017年5月31日　当日消印有効

 摩擦工学を生かした靴底から「仙台づけ丼」まで
　私は研究者であると同時に、仙台市と福島県の非常勤職員と
して、地域産業の振興にも取り組んでいます。専門は摩擦・摩
耗・潤滑を総合的に研究する「トライボロジー」。日本ではな
じみがないので「摩擦工学」とご紹介いただいています。
　専門を生かした「濡れても滑りにくい靴底」から、仙台名物�
「仙台づけ丼」や鉛筆・レポート用紙などのセット「秀才文具パッ
ク」まで、幅広い商品の開発に携わってきました。私が関わっ
たと公表可能なものだけで製品化は 124件、売上は年間 600
億円にもなりますが、私は特許料等は受け取っていません。私
が産学連携に力を注いでいるのは、出会った数多くの素晴らし
い方々のためだからです。
　機械工学の基礎研究を志していた私は、大学院時代は摩耗メ
カニズムの解明に明け暮れ、1983年には、どのような条件で
どのような摩擦が生じるかをグラフに表すことに成功し、国際
的に高い評価をいただきました。1990年に東北大学で助教授
になりましたが、山形大学では助教授も自分の研究室が持てる
ことから、米沢市にある工学部に転じます。基礎研究重視の東
北大に比べ、山形大は応用研究や実用化に力を入れており、自
治体も地元企業と研究室を結ぶことに熱心でした。当時は産学
連携といえば、国が大企業と都市部の大学をつなぐのが普通で

す。しかし私は山形で、地方の中小企業の技術の高さを知り、
有能で魅力的な経営者と出会ったのです。
　1996年、ある産学交流会で炭素材料の一つであるウッドセ
ラミックスについて話すと、天童市の油脂会社の方々がやって
きました。そこは精米で出る米ぬかから良質な油を精製してい
ましたが、油を絞った後の脱脂ぬかは家畜の餌などにしかなら
ないため、有効な活用法を模索していたのです。
　木も米も同じ植物、セラミックスになりませんかと聞いて、
私は学生たちと実験を重ねました。すると3カ月も経たないう
ちに、優れた性質の米ぬかセラミックスができてしまったので
す。関係者の意欲を引き出すため、プロジェクトや製品には良
いネーミングが必要だと考えている私は、これを「RBセラミッ
クス」と名付けました。高性能で未来志向であることを表現し
ようと、米ぬかの英語（rice bran）の頭文字を用いたのです。
　RBセラミックスは材料として優れるだけでなく、製品化の可
能性の広さ、工業製品としての生産のしやすさなど多くの特長
を持っていました。しかも大量に廃棄されている米ぬかが主原
料ですから、コスト面も環境面も高評価。構想からわずか10
カ月で特許の出願に至りました。一方、油脂会社の社長の決断
もすさまじく速く、製品化のあてがないまま生産工場を建てて
しまいます。しかしこれが効いて、山形県内の製造業者が商品
開発に成功したのを皮切りに、みごと全国展開を果たしました。

 地域産学官連携は「仙台堀切川モデル」で
　RB セラミックスの開発と同時期、私はやはりご縁を得て、
1998年の長野五輪に向けて日本のボブスレーチームのための
ソリの刃も開発していました。自分の研究が産業界やスポーツ
界に貢献できる喜びは大きく、異分野の方々と開発する充実感、
製品化の達成感、そして利用者に評価していただける満足感は
かけがえのないものでした。
　私が山形にいた 1990 年代、バブルの崩壊から日本経済は
長い低迷期に入ります。既存の基幹産業は国際競争力を失い、
大企業は製造拠点を海外に移して生き残ろうとし、国は情報通
信産業など「次の基幹産業」の育成に力を注ぎました。一方で
下請けの中小企業は衰退し、東北など地方はやせ細ったのです。
　山形で 11年間に 12 件の製品化・事業化に携わった私は、
地域活性化のためには自治体も積極的に関わる「地域産学官連
携」にこそ、日本の可能性があると考えるようになりました。
ハイテクによる基幹産業の形成も、ベンチャーが大企業に成長

することも否定しません。しかし基盤技術として定着したロー
テクを組み合わせ、現代のニーズに応えるベンチャーが地域に
たくさん生まれれば、たとえ小規模でも個々の商品寿命が 10
年程度でも、地域は元氣でい続けられるはずです。私は地方の
中小企業には、それが可能な技術や人材があることを知りまし
た。2001年に東北大へ移った時、山形の皆さんが反対署名運
動までして引き止めてくださったことは私の誇りです。
　仙台市から産学連携の専門家としてご依頼をいただいた際、
私は「専門だけでなく、地域の産業振興に幅広く貢献するため
に」とお願いしました。ご快諾いただき、2004年から「地域
連携フェロー」という、非常勤職員の立場で活動を続けていま
す。まず私が始めたのは、依頼がなくても自分の方から地元企
業を訪ねて回る「御用聞き」でした。市と仙台市産業振興事業
団の職員とともに、こちらから企業を訪問するのです。
　現場で困っていること・できることを教えてもらうと、時
間をかけずに製品化・事業化が可能な、良い案件が次々と見つ
かりました。下請けだけでなく高い技術を生かした自社製品を
作った企業、開発を途中で断念したものの私の助言で商品化に
成功した企業など、最初の2年間で8件の事業化に成功します。
　商品化や事業化には意欲や技術だけでなく、マーケットが求
める水準や価格の把握、速さなども大切です。しかし中小企業
は理想を追求するあまり、途中で挫折してしまうことが少なく
ありません。私の助言をきっかけにその壁を破り、社員のやる
氣が向上して自ら積極的に動き出す企業が相次ぎました。
　当時日本立地センターに勤務しておられた林聖子氏（現・亜
細亜大学教授）は、こうした私の活動を「仙台堀切川モデル」
と名付けて全国に紹介してくださっています。おかげで 43も
の都道府県で、350回に及ぶ講演に呼ばれるまでになりました。

 地方に「魅力ある雇用」を作りたい
　東日本大震災以降は、企業から連絡があればできるだけ早く、
可能ならばその日のうちに面談する「駆け込み寺」を開設し、
仕事量は 2倍になりました。国の復興推進会議で話をしたと
ころ、参加していた福島県の内堀雅雄副知事（現・知事）から
翌日電話があり、次の日には訪問を受けました。
　震災に加えて原発事故とその風評被害に苦しむ県民のため
に、と言われて支援を始め、2013 年 4 月からは県の非常勤
職員に就任しました。その後は毎月まる2日ずつ福島県に通っ
ています。「御用聞き」方式で県内各地を回りましたが、事態

東北大学大学院 工学研究科　教授
専門＝摩擦工学

堀切川一男先生
《プロフィール》（ほっきりがわ・かずお）1956 年青森県生まれ。東北大学工学部卒業。
東北大学大学院工学研究科 博士後期課程修了。工学博士。東北大学工学部助手、講師、
助教授、山形大学工学部助教授を経て、2001 年より現職。著書に『MOT 産学連携と
技術経営』（共著）『「筋のよい答え」の見つけ方』『プロジェクト摩擦 tribologist -「米
ぬか」でつくった驚異の新素材』など。



これからの主な

「学び」イベント このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

有料 無料 要申込 申込不要

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略 ※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

参加体験記

参加体験記

　市政だよりを見て高校生の子供と申し込みました。亀岡八幡宮に
行ったことが無いし歴史が好きで、ちょっと変わったイベントだな
と興味を持ったからです。まず座学が始まり講師がNHK「ブラタモリ」
に登場した東京スリバチ学会の笑顔が素敵な皆川さんだったので驚
きました。内容は短時間でも充実しており驚きと発見の連続です。
半世紀仙台に住んでいても初めて歩く場所で、角度を変えて観ると
知らない土地へ旅をしている感じで新鮮でした。青葉山を知り尽く
している皆川さんの案内があってこそ今回新たに仙台藩主の魅力を
知ることができました。ありきたりの観光と仙台城址しか見てない
歴史好きの友人知人を誘ってまた同じルートを歩きたいと思います。
� （仙台市太白区　M. I.）

■杜の都の凸凹散歩～歩いて知ろう青葉山
講師　東京スリバチ学会会長　皆川　典久　氏

　　　　　　　　　　　主催　せんだい環境学習館たまきさんサロン
2016年 11月 12日（土）13：00～ 17：00

　土器は、粘土が出土したところと作成されたところがわかりづら
いが、石器は、出土したところと作成されたところがわかりやすい、
という説明が面白かったです。また、粘土は失敗してもつぶして成
型できるが、石器はそうはいかないので、後世に残りやすい、とい
うことも勉強になりました。加えて、遺跡から、昔の人もたくさん
の石器を作り他集落に売って（物々交換？）いたのでは？と思われ
る跡が出ていることも、ロマンが感じられました。�（あきはいれい）

　「いつかは参加したい」と思いつつ、137 回目にして初参加。「い
つも大盛況」と聞いていたとおり今回も満席で、市民の「学びたい」
意欲がひしひしと感じられます。
　年々増加する「花粉症」などにより、市民の関心が高いテーマで
すが、平澤先生のお話も、問題提示、そしてそれを解き明かす仕組
みの説明、のように、市民レベルでも大変わかりやすいものでした。
途中、IgE 抗体と抗原モデルを使って、どの抗原にどの抗体が結合す
る可能性があるかをテーブルのグループごと、手を動かし話し合っ
たりもして、参加者同士の交流も生まれます。
　質疑の時間も毎回時間切れになるほど質問が出されるようで、今
回も素朴な疑問から、「大学薬学部は開発よりも基礎研究や専門家養
成に重点を置くべきでは」などの提言のようなものまで、いろいろ
出される中、先生は一つひとつ丁寧に応答されていました。
　「時間後は直接先生に質問を」とのことで、私も名刺交換とともに
確認的質問を。「花粉症の薬で症状が和らいでも翌年また花粉症にな
るのはなぜ」と最初に提示された問題は、現在の薬は花粉症が起き
る 2段階の仕組みのうち、第 2段階の症状を抑える対症療法で、原
因となる第 1段階（花粉を異物と認識し IgE 抗体を産生）を抑える
ものではないから、が答え。「第 1段階の原因を抑える仕組みを研究
中」とのことなので、「東北大学が花粉症原因療法薬を開発」のニュー
スを心待ちにしたいと思います。
　参加者配布資料の中に、東北大学関連の「学び」イベントをまと
めた「まなぶひと」という新情報誌もあり、学びたい市民にはとて
もありがたい情報です。「まなびのめ」もぜひ連携して、学術の世界
と市民を益々つないでまいります。� 「まなびのめ」編集長　川又進

■平成 28年度第 2回縄文講座「下呂石と縄文人」
講師　岐阜県下呂市教育委員会　馬場伸一郎　氏

2017年 1月 15日（日）
仙台市縄文の森広場

■東北大学サイエンスカフェ
　第 137回：アレルギーになる仕組み、くすりが効く仕組み

講師　東北大学大学院薬学研究科教授　平澤　典保　氏
2017年 2月 24日（金）　18:00 ～ 19:45　
せんだいメディアテーク　1階オープンスクエア

その他のお便りと編集部からのコメントはWeb版でご覧いただけます。

Web版はより多くの情報を
随時更新しています。

http://www.manabinome.com/
まなびのめ│ 検索

キーワード・タグ
検索も
できます

「学び」イベントに行ってきました

編集部も
「学び」イベントに行ってきました

読者の声
読者と編集部の
キャッチボール

　第 35号 シリーズ「東日本大震災」【6】─ 育てる─

　久利先生のカードゲームについて、とても興味深く読ませていただき
ました。次回も楽しみにしております。�（仙台市太白区・49歳　女性）

編：「減災アクションカードゲーム」ぜひお買い求めいただき、身近な
ところから体験してもらえるとよいなあ、と感じます。
　
　今回は受講したい講座がありませんでしたが、次回楽しみにしており
ます。� （宮城郡松島町・63歳　男性）

編：載せきれない「学び」イベント情報はWeb版にも掲載しておりま
す。是非そちらもご覧ください。
　
　学生がいざというときに落ち着いて周囲の人を引っ張っていくこと、
日頃から防災について考えていくことの大切さを改めて感じました。ま
た、小さな子供でも防災に関心を持ち、知識をつけられるような開発も
進んでいることがわかりました。� （仙台市若林区・16歳　女性）

編：専門的な知識を持っている学生さんが身近に居てくれたら、有事の
際にとてもありがたいなぁと感じました。年齢を問わず、日頃から防災
について考え・学ぶ姿勢が大切ですね。いざと言う時に、周囲の人々を
助けられる人間になりたいものです。
　
　名著への旅『古代ギリシャのリアル』とても書いてある内容が想像を
かきたてられるようだった。� （柴田郡柴田町・64歳　女性）

編：名物コラム『名著への旅』をお読みいただきありがとうございます。
知っているようで意外と知らないギリシャ。これを機会にギリシャを
探ってみてはいかがでしょうか。
　
　仙台以外の話題も盛り込んでほしい。� （大崎市・39歳　男性）

編：様々な情報を収集できるよう、編集部一同頑張ります！
　
　チーム防災士についてはラジオで活動を聞いたことがありました。若
い人が頑張っているということが今回よりわかりました。
� （仙台市泉区・53歳　女性）

編：先日東北福祉大学様を訪問した際に、チーム防災士の学生さん達が
写真撮影をしていました。小学校低学年向けに作成した「輝け☆未来の
ぼうさいっこ」という絵本が完成したということでした。絵本の制作は
約 1年がかりで、南三陸の小学生との交流から始まったそうです。様々
な活動をなさっているチーム防災士、今後も要チェックです！

「まなびのめ」第35号懸賞クイズの
正解は下記のとおりです。

図書カ
ード

1,00
0円分

図書カ
ード

1,00
0円分

図書カ
ード

1,00
0円分

今号も「まなびのめ」クイズを実施しております。正解者の中から抽選で3名様に図書カードが当たります
ので、奮ってご応募ください！！ ※詳細は研究者インタビューページをご覧ください。

Q.1　東北福祉大で防災士に認定された学生中心に発足した組織は？
答え　「Team Bousaisi（チーム防災士）」

Q.2　久利先生が広報スタッフとして乗船した地球深部探査船は？
　 答え　ちきゅう

第35号

クイズの正解発表！！

「まなびのめ」配色法：襲色目（かさねのいろめ）
第36号・春／「桃」（momo）

「学び」イベントに参加したら
　　　　　　　　　  感想を書こう！

参加体験記

粗
品

進
呈

読者の皆様が参加された、「学び」イベントの感想やレポートをお待ちしています。
掲載採用させていただいた方のうち毎号1名様に1000円分の図書カードを進呈！
ご投稿いただいた全員にもれなく粗品をプレゼント！
※採用の可否、図書カード当選者は編集部に一任いただきます。
■投稿方法　はがき、FAX、E-mail、Web版投稿フォームにて受付。
■投稿先　　「まなびのめ」編集部　　※詳細は最終ページをご覧ください。
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4月23日（日）記念講演会「クロマニョン人の生活世界
―考古学からの復元―」
講　師　阿子島　香（東北大学大学院教授）

東北歴史博物館 3階講堂

13:30

▲

Tel 022-368-0106東北歴史博物館・東北放送他
特別展「世界遺産ラスコー展―クロマニョン人が残した洞窟壁画」関連企画

場　所

主催者

備　考

問合先

4月28日（金）第 139 回サイエンスカフェ：「水素」をもっ
と身近に！未来のエネルギーを体感しよう
講　師　折茂　慎一（東北大学AIMR/金属材料研究所教授）

せんだいメディアテーク　1F オープンスクエア

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-5132東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

4月29日（土・祝）〜7月  2日（日）企画展「日々の装いと履物」

仙台市歴史民俗資料館� （入館は 16:15 まで）

9:00

▲

16:45

Tel 022-295-3956仙台市歴史民俗資料館
http://www.sendai-c.ed.jp/~bunkazai/~rekimin/

場　所

主催者

URL

問合先

4月29日（土）しろ・まち講座　
学芸員によるリレートーク
講　師　仙台市博物館学芸員

仙台市博物館ホール 200名

13:30

▲

15:00

Tel 022-225-3074仙台市博物館
〈企画展「伊達な優品勢ぞろい PartII―この 10年の新収蔵品―」〉関連行事

場　所

主催者

備　考

問合先

定　員

5月12日（金）市民公開講座 No.380
「東北工業大学で体験できる国際交流」
講　師　佐藤　飛鳥（東北工業大学 経営コミュニケーション学科准教授）

東北工業大学一番町ロビー 2階ホール 120名

18:00

▲

19:30

Tel 022-723-0538東北工業大学
http://www.tohtech.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

5月13日（土）記念講演会「クロマニョン人とは誰か？ 日本人はど
こから来たのか？―解明されてきた人類の起源―」
講　師　海部　陽介（国立科学博物館人類史研究グループ長）

東北歴史博物館 3階講堂

13:30

▲

Tel 022-368-0106東北歴史博物館・東北放送他
特別展「世界遺産ラスコー展—クロマニョン人が残した洞窟壁画」関連企画

場　所

主催者

備　考

問合先

5月13日（土）企画展関連講座「民俗服飾の文化史」

講　師　村田　陽子（尚絅学院大学名誉教授）
仙台市歴史民俗資料館

13:30

▲

15:00

Tel 022-295-3956仙台市歴史民俗資料館
http://www.sendai-c.ed.jp/~bunkazai/~rekimin/

場　所

主催者

URL

問合先

5月19日（金）市民公開講座 No.381「見えない光で見え
るもの 〜赤外レーザー技術とその応用〜」
講　師　佐藤　篤（東北工業大学 情報通信工学科准教授）

東北工業大学一番町ロビー 2階ホール 120名

18:00

▲

19:30

Tel 022-723-0538東北工業大学
http://www.tohtech.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

5月20日（土）宮城大学公開講座
「循環型社会における建設業の役割」
講　師　北辻　政文（宮城大学教授）

宮城大学サテライトキャンパス　（住友生命仙台中央ビル 2階） 30 名

10:30

▲

12:00

Tel 022-377-8208宮城大学
http://www.myu.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

5月20日（土）企画展「陸奥の『国府』郡山遺跡と周辺
の遺跡」講演会
講　師　仙台市教育委員会　文化財課職員

地底の森ミュージアム　研修室 60名

13:30

▲

15:00

Tel 022-246-9153地底の森ミュージアム
http://www.sendai-c.ed.jp/~bunkazai/~chiteinomori/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

5
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5月20日（土）特別講演会「想像するちから―
チンパンジーが教えてくれた人間の心」
講　師　松沢　哲郎（京都大学高等研究院特別教授・京都大学霊長類研究所兼任教授）

勝山館

16:30

▲

17:30

Tel 022-717-8181東北大学艮陵同窓会
場　所

主催者 問合先

5月20日（土）まちなか美術講座（第 50 回）
「コレクションの、再発見」
講　師　和田　浩一（宮城県美術館学芸員）

東北工業大学一番町ロビー 2階ホール 120名

13:30

▲

15:00

Tel 022-221-2111宮城県美術館×東北工業大学
http://www.pref.miyagi.jp/site/mmoa/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

5月21日（日）・6月18日（日）・7月16日（日）史料購読講座
（全 3 回）
〈全 3回継続受講〉

東北歴史博物館 1階研修室 40人

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館
http://www.thm.pref.miyagi.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

5月26日（金）市民公開講座 No.382「はじめて受ける
TOEIC Ⓡ L&R テスト対策講座」
講　師　鈴木　淳（東北工業大学 共通教育センター准教授）

東北工業大学一番町ロビー 2階ホール 120名

18:00

▲

19:30

Tel 022-723-0538東北工業大学
http://www.tohtech.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

5月26日（金）第 140 回サイエンスカフェ：
進撃の微生物〜ヒトと病原体の戦い〜
講　師　磯貝　惠美子（東北大学大学院農学研究科教授）

せんだいメディアテーク　1F オープンスクエア

18:00

▲

19:45

Tel 022-217-5132東北大学
http://cafe.tohoku.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

5月27日（土）東北医科薬科大学附属薬用植物園見学会

東北医科薬科大学附属薬用植物園

10:00

▲

12:00

Tel 022-234-4181東北医科薬科大学
http://www.tohoku-mpu.ac.jp/garden/

場　所

主催者

URL

問合先

5月27日（日）旧石器体験教室

地底の森ミュージアム　芝生広場・研修室 20名

10:00

▲

12:30

Tel 022-246-9153地底の森ミュージアム
http://www.sendai-c.ed.jp/~bunkazai/~chiteinomori/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

5月27日（土）歴史講演会
「よみがえる北上川河口の歴史」第 2 回
講　師　高橋　美貴（東京農工大学准教授）

石巻市河北総合センター・ビッグバン 集いの部屋

13:00

▲

Tel 022-752-2143東北大学災害科学国際研究所他
http://www.miyagi-shiryounet.org/

場　所

主催者

URL

問合先

5月27日（土）企画展関連講座「草樹皮衣の文化史」

講　師　村田　陽子（尚絅学院大学名誉教授）
仙台市歴史民俗資料館

13:30

▲

15:00

Tel 022-295-3956仙台市歴史民俗資料館
http://www.sendai-c.ed.jp/~bunkazai/~rekimin/

場　所

主催者

URL

問合先

4月22日（土）宮城大学公開講座「アピアランス（外見）の心理
学〜容姿や外見についての心理学的知見や問題〜」
講　師　真覚　健（宮城大学教授）

宮城大学大和キャンパス　本部棟 50名

10:00

▲

12:00

Tel 022-377-8208宮城大学
http://www.myu.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員


